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クロマグロ 太平洋 
（Pacific bluefin tuna Thunnus orientalis） 

 
左から順に成魚、未成魚（尾叉長 60 cm、20 cm） 
 

管理・関係機関 
中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）、 
全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC）、 
北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ISC） 

最近の動き 
2024 年 3 月に開催された ISC クロマグロ作業部会により、

資源評価が更新された。資源評価期間（1983～2022 漁期年：
（暦年 7 月～翌 6 月））の親魚資源量は、2010 年の歴史的低
水準から急速に回復していることが確認され、最近年（2022
年）の親魚資源量は約 14.4 万トンと推定された。クロマグロ
については、その親魚資源量を遅くとも 2034 年までに初期資
源量の 20％（約 12.4 万トン）以上に回復させるという回復目
標が設定されていたが、今回の資源評価において、それよりも
13 年早い 2021 年に目標を達成したことが示された。さらに
ISC は、WCPFC 北小委員会及び IATTC の合同作業部会（以
下、合同作業部会）からの依頼に基づき、2024 年までの保存
管理措置から漁獲枠を増加させた場合の将来予測結果も示し、
漁獲制御ルールに定められている資源水準の条件を満たしつ
つ、どの程度の漁獲枠の増加が可能かの選択肢も提示した。 

クロマグロの保存管理措置は、合同作業部会において、
WCPFC と IATTC の両機関で協調した管理を行うための議論
が行われ、合同作業部会の合意事項が、その後各機関での議論
を経て正式決定される、との協力枠組みを通じて決定されてい
る。2024 年の資源評価において、回復目標が達成されたこと、
漁獲制御ルールに定められている資源水準の条件の範囲で漁
獲枠の増加が可能であることが確認されたことから、2024 年
7 月に開催された第 9 回合同作業部会において、クロマグロに
ついて、2025 年以降の両 RFMO 管理水域における漁獲上限の
増加を含む保存管理措置が議論され、小型魚10％、大型魚50％
の増枠を基本とする措置に合意した。この措置は、IATTC につ
いては、2024 年 9 月に開催された IATTC 第 102 回年次会合
において、WCPFC については、合同作業部会に続いて開催さ
れた WCPFC 北小委員会第 20 回会合での勧告を経て、同年 12
月に開催された WCPFC 第 21 回年次会合において、それぞれ
議論の結果合意され、両機関の正式な決定事項となった。この
保存管理措置は、将来の親魚資源の回復傾向を維持しつつ、総

漁獲量を増加させるとの、将来予測を与えた増枠シナリオに基
づいている。2025 年 1 月から適用されるこの新しい措置によ
り、我が国に割り当てられるクロマグロの漁獲上限は約 1.3 万
トンとなり、これは現在の資源評価期間（1983 年以降）の我
が国のクロマグロの平均漁獲量（約 1.3 万トン）に近い水準と
なる。なお、我が国は 2018 年からクロマグロに対する総漁獲
可能量（TAC）制度を導入し、漁獲量の管理を行っている。 

利用・用途 
クロマグロは「本まぐろ」とも呼ばれ、大型の魚は寿司や刺

身用の高級食材として利用される。また、0～1 歳の若齢魚は
「めじ」や「よこわ」等と呼ばれ、主に刺身用食材として流通
している他、養殖用種苗として利用されている。東部太平洋に
おける漁獲（主にメキシコによる）は数か月から 1 年の畜養の
後、主にアメリカ・日本向けに生鮮で輸出されている。東シナ
海付近における韓国による漁獲物の多くも生鮮で日本に輸出
されている一方、台湾による漁獲物（主に大型魚）の多くは台
湾内で消費されている。 

漁業の概要 
本種の利用の歴史は古く、日本沿岸では縄文時代から利用さ

れてきた（Kishinouye 1911、1923、渡辺 1973）。公式な統
計としては、「まぐろ類」の漁獲量として水産事項特別調査
（1891 年）や農商務統計表（1894 年）に報告があり（岡本 
2004、Muto et al. 2008）、漁獲の大半が沿岸漁業であること
からその多くが本種であると推測される。1920 年代からは、
北海道南東沖で流し網による漁獲が盛んになり、多い年で 1 万
トン以上の漁獲を記録している（川名 1934、Muto et al. 2008）。
東部太平洋では 1918 年から記録があり、1935 年には 1 万ト
ンを超えたが、その後は急速に衰退した（Bayliff 1991）。台
湾沖では1930 年代から第二次大戦中まで本種を対象としたは
え縄漁業があり、3,000 トンを超える漁獲があった（中村 1939、
矢崎 1943、台湾総督府農商局水産課 1945、Muto et al. 2008）。 

本種の年間漁獲量は 0.9 万～4 万トンの間で変動している
（図 1）。1981 年に約 3.5 万トンを記録した後、1988 年に約
0.9 万トンまで落ち込んだ。漁獲の多くがまき網やひき縄で漁
獲される小型魚であったため、加入変動が漁獲量変動の要因の
一つと考えられている。 
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高齢の魚を漁獲する傾向にある。また、まき網は 1990 年代初
頭からは、東シナ海北部から日本海西部の海域にかけて 0、1
歳魚を中心とした小型魚も漁獲しており、一部は養殖種苗とし
て利用している。近年の資源量の回復、WCPFC 管理水域にお
ける 2022 年からの漁獲上限の増枠、及び割り当て漁獲枠の有
効活用が進んだことにより、2022 年の日本の年間漁獲量は
2011 年以来に 1.0 万トンを超える水準となった。特に、はえ
縄及び定置網による漁獲量が回復傾向にあり、2023 年の漁獲
量はそれぞれ約 1,600 トン及び約 1,900 トンとなっている。ま
た、2012 年以降は、ひき縄による漁獲は低水準となっていた
が、2022 年に 8 年振りに 1,000 トン台まで回復して以降、
2023 年も引き続き 1,000 トンを超えて漁獲されている。 
【韓国】 
主にまき網により済州島周辺の海域で漁獲しており、また近

年は朝鮮半島東岸において定置網でも漁獲が報告されている。
漁獲量は 1975 年以降報告されており、1980 年以降は主にま
き網により漁獲されている。2000 年以降は約 500～約 2,600 
トンで推移し、最大漁獲量は 2003 年の約 2,600 トンである。
過去の漁獲は小型魚にほぼ限定されていたが、2016 年には漁
獲の半分近くが 30 kg 以上の個体で占められた。韓国の漁獲量
は済州島近海への来遊量に左右されてきたが、近年は漁獲量規
制により上限が管理されている。2023 年は約 700 トン漁獲さ
れている。 
【台湾】 
台湾東沖に広がる産卵場ではえ縄により主に 200 cm 以上

の産卵親魚を漁獲している。過去にはまき網でも稀に混獲され
ていた。漁獲量は、1999 年の約 3,100 トンから 2012 年には
約 200 トンまで減少したが、資源の回復に伴って漁獲量も急
激な回復傾向を示しており、2023 年の漁獲量は約 2,100 トン
と見積もられている。漁獲物の多くが台湾で消費されている。
現在は、WCPFC の保存管理措置に基づいて漁獲量が管理され
ている。 

【米国】 
クロマグロについては、中西部太平洋においては殆ど漁獲が

無く、東部太平洋において IATTC の保存管理措置に基づいて
漁獲量が管理されている。過去はまき網が主たる漁業であった
が、1980 年代にメキシコが排他的経済水域を導入したことで、
米国のまき網船がカリフォルニア半島沿岸から閉め出された
ことにより、カリフォルニア南部からカリフォルニア半島の沿
岸水域にかけて、散発的な漁獲に留まっている。近年は遊漁に
よる漁獲が増加しており、2023 年の遊漁によるクロマグロ漁
獲量は過去最高の約 1,900 トンと見積もられている。 
【メキシコ】 
主にカリフォルニア半島沿岸において、まき網により本種を

漁獲している。まき網の全漁獲量に占める本種の割合は非常に
小さいが、畜養向けの需要が増加しており相対的に重要度が増
している。また、本種の総漁獲量に対するメキシコの割合は
1990 年代から大きくなっている。漁獲量は 1980 年代に約 120
～約 680 トンであったが、1989 年以降 0～約 9,800 トンと大
きく変動している。2000 年以降は、養殖用種苗向けに本種を
対象とする操業がほとんどとなっている。東部太平洋でのクロ
マグロ漁獲量は、西部太平洋からの来遊量に左右されるが、
IATTC の保存管理措置に基づいて漁獲量が管理されている。 

生物学的特性 
【分布と回遊】 
太平洋に分布するクロマグロ Thunnus orientalis は、かつ

ては大西洋に分布するタイセイヨウクロマグロ T. thynnus の
地理的亜種とされていたが、現在では分子遺伝学的研究等によ
り別種として扱われており（Collette 1999）、1 系群で構成さ
れると考えられている（Nakatsuka 2019）。 

本種は主に北緯 20～40 度の温帯域に分布するが、熱帯域や
南半球にもわずかながら分布がみられる（Fujioka et al. 2015）
（図 4）。産卵期及び産卵場は、4～7 月に南西諸島周辺海域を

図 4. クロマグロの分布と回遊の概念図 
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IATTC 第 102 回年次会合において、WCPFC については、合
同作業部会に続いて開催された WCPFC 北小委員会第 20 回会
合での勧告を経て、同年 12 月に開催された WCPFC 第 21 回
年次会合において、それぞれ議論の結果合意され、両機関の正
式な決定事項となった。2025 年 1 月から適用されるこの新し
い措置により、太平洋全体におけるクロマグロの漁獲上限の総
和はおよそ 2.4 万トンとなり、そのうち我が国に割り当てられ
るクロマグロの漁獲上限は約 1.3 万トン（小型魚 4,407 トン、
大型魚 8,421 トン）となる。この漁獲上限は、1983 年以降の
我が国のクロマグロの年間漁獲量の平均値（約 1.2 万トン）と
ほぼ同水準にあたる。また、当初の漁獲枠の 17％を上限に、
未使用漁獲枠を繰越すことができる規定を一般ルール化（年限
なく適用）すること、小型魚の漁獲上限を大型魚の上限に振り
替える際の換算係数（1.47 倍の換算係数を掛けて大型魚上限
に振り替えることが可能）についての適用上限の撤廃し一般ル
ール化（年限なく適用）すること等についても、併せて合意さ
れた（WCPFC 2024）。この保存管理措置は、将来の親魚資源
の回復傾向を維持しつつ、総漁獲量を増加させるとの将来予測
を与えた増枠シナリオに基づいている。さらに、合同作業部会
第 9 回会合においては、MSE（管理戦略評価：「04. マグロ類
RFMO における管理戦略（総説）」を参照）を 2025 年に完了
し、その結果に基づいて管理方式を選択することも確認された。 

国内においては、WCPFC の決定を受けて 2015 年 1 月から
全ての商業漁業を対象とした小型魚、大型魚別の漁獲量管理に
取り組んでいる。さらに、2017 年 4 月には資源管理法の対象
魚種に指定されると共に、「海洋生物資源の保存及び管理に関
する基本計画」が変更され、クロマグロの TAC が定められた。
資源管理法による管理は 2018 年 1 月から開始され、2021 年
1 月からは新漁業法に基づく管理に移行している。これらの商
業漁業を対象とする管理措置に加えて、2021 年 6 月からは遊
漁者を対象とするクロマグロ小型魚の採捕の制限及び大型魚
の採捕実績の報告義務化が導入され、遊漁による採捕数量を含
めたクロマグロの数量管理の取組が行われている。また、1）
クロマグロ養殖場の登録制及び実績報告の義務化、2）天然種
苗を用いるクロマグロ養殖場の数・生け簀の規模の拡大防止、
等の管理措置も導入されている（水産庁 2010、2011）。この
他に、「まぐろ資源の保存及び管理の強化に関する特別措置法」
に基づき国内の流通業者（輸入業者、卸売業者）から韓国産及
びメキシコ産のクロマグロの輸入情報を収集する取組が行わ
れている。 
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クロマグロ（太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5 年間） 

1.2 万～1.8 万トン 
最近（2023）年：1.8 万トン 
平均：1.5 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5 年間） 

0.8 万～1.0 万トン 
最近（2023）年：1.0 万トン 
平均：0.9 万トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 Stock Synthesis 3.3（SS）による解析 

資源の状態 
（資源評価結果） 

まぐろ類で一般的に適用される管理基準値（例えば 20％SSB0及び F20％SPRと照らして、
本種資源は乱獲状態でも、過剰漁獲が進行中でもない。 

管理目標 
具体的な管理基準値は設定されていないが、 
将来の親魚資源量を 60%以上の確率で 20％SSB0よりも高く保つことを条件として、 
将来の漁獲シナリオを設定する漁獲戦略が定められている。 

管理措置 

WCPFC： 
1）30 kg 未満の小型魚の漁獲量を 5,125 トン以下で管理する。 
2）30 kg 以上の大型魚の漁獲量を 11,869 トン以下で管理する。 
3）南半球の 30 kg 以上の大型魚については、240 トン以下で管理する。 
また、2022～2024 年の措置として、 
4）漁獲上限の未利用分について、漁獲上限の 17％までは翌年に繰り越し可能。 
5）将来の産卵資源に与える影響の違いを考慮して、 

小型魚漁獲上限に 1.47 倍の換算係数を乗じて大型魚に振り替えることが可能。 
 
IATTC： 
商業漁業については、 
1）2025～2026 年の漁獲量の合計が 12,585 トンを超えないように管理する。 
2）これらの漁獲のうち、30 kg 未満の小型魚の漁獲の比率を 

50％まで削減するよう努力し、年次会合において前年の操業結果の 
レビューを行う。 

 
日本国内： 
1）ひき縄等の沿岸漁船の承認制及び遊漁を含む漁獲実績報告の義務化 
2）クロマグロ養殖場の登録制及び実績報告の義務化 
3）天然種苗を用いる養殖場数・生け簀の規模の拡大防止等。 
 
2025 年 1 月時点の漁獲枠は小型魚 4,407 トン、大型魚 8,421 トンであり、 
沿岸漁業の漁獲管理は基本的に都道府県別に行われている。 
2018 年から「海洋生物資源の保存及び管理に関する法律」に基づく 
TAC 管理が開始され、2021 年 1 月からは新漁業法に基づく管理に移行している。 

管理機関・関係機関 WCPFC、IATTC、ISC 

最近の資源評価年 2024 年 

次回の資源評価年 2027 年 
 


